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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ローカルエリアネットワークにおけるチャネルサウンディングのための方法であっ
て、該方法は、
　該チャネルサウンディングを開始するために、送信機からヌルデータパケットアナウン
スメント（ＮＤＰＡ）フレームを受信することと、
　該ＮＤＰＡフレーム受信の後に、該送信機からヌルデータパケット（ＮＤＰ）を受信す
ることと、
　第１の報告フィールドと第２の報告フィールドとを含むフレームを生成することであっ
て、該第１の報告フィールドは、ビーム形成情報を含み、該第２の報告フィールドは、Ｓ
ＮＲ情報を含み、該第１および第２の報告フィールドは、複数のセグメントに分けられて
いる、ことと、
　メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコールデータユニット（ＭＰＤＵ）において該
複数のセグメントを送信することと
　を含み、
　該複数のセグメントの各々は、最初のセグメントサブフィールドおよび残りのセグメン
トサブフィールドによって識別され、
　該最初のセグメントサブフィールドは、対応するセグメントが該複数のセグメントの最
初のセグメントであるか否かを指示し、
　該残りのセグメントサブフィールドは、残りのセグメントの個数を指示する、方法。
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【請求項２】
　前記セグメントが最後のセグメントである場合に、前記残りのセグメントサブフィール
ドが０に設定され、および／または、
　該セグメントが前記最初のセグメントである場合に、前記最初のセグメントサブフィー
ルドが１に設定され、該セグメントが該最初のセグメントではない場合に、該最初のセグ
メントサブフィールドが０に設定される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記フレームのサイズが特定値以上である場合に、前記第１および第２の報告フィール
ドを前記複数のセグメントに分けることをさらに含み、および／または、
　前記メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコールデータユニット（ＭＰＤＵ）におい
て前記複数のセグメントを送信するステップは、単一の集合ＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）に
おいて該複数のセグメントを送信することを含む、請求項１～２のいずれかに記載の方法
。
【請求項４】
　無線ローカルエリアネットワークにおいてチャネルサウンディングを実行するように構
成された装置であって、該装置は、
　トランシーバと、
　該トランシーバに作用可能に接続されたプロセッサと
　を含み、
　該トランシーバは、
　該チャネルサウンディングを開始するために、送信機からヌルデータパケットアナウン
スメント（ＮＤＰＡ）フレームを受信することと、
　該ＮＤＰＡフレーム受信の後に、該送信機からヌルデータパケット（ＮＤＰ）を受信す
ることと
　を行うように構成されており、
　該プロセッサは、
　第１の報告フィールドと第２の報告フィールドとを含むフレームを生成することであっ
て、該第１の報告フィールドは、ビーム形成情報を含み、該第２の報告フィールドは、Ｓ
ＮＲ情報を含み、該第１および第２の報告フィールドは、複数のセグメントに分けられて
いる、ことと、
　メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコールデータユニット（ＭＰＤＵ）において該
複数のセグメントを送信するように該トランシーバに命令することと
　を行うように構成されており、
　該複数のセグメントの各々は、最初のセグメントサブフィールドおよび残りのセグメン
トサブフィールドによって識別され、
　該最初のセグメントサブフィールドは、対応するセグメントが該複数のセグメントの最
初のセグメントであるか否かを指示し、
　該残りのセグメントサブフィールドは、残りのセグメントの個数を指示する、装置。
【請求項５】
　前記セグメントが最後のセグメントである場合に、前記残りのセグメントサブフィール
ドが０に設定され、および／または、
　該セグメントが前記最初のセグメントである場合に、前記最初のセグメントサブフィー
ルドが１に設定され、該セグメントが該最初のセグメントではない場合に、該最初のセグ
メントサブフィールドが０に設定される、請求項４に記載の装置。
【請求項６】
　前記プロセッサは、前記フレームのサイズが特定値以上である場合に、前記第１および
第２の報告フィールドを前記複数のセグメントに分けるように構成されており、および／
または、
　前記プロセッサは、単一の集合ＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）において該複数のセグメント
を送信するように前記トランシーバに命令するように構成されている、請求項４～５のい
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ずれかに記載の装置。
【請求項７】
　無線ローカルエリアネットワークにおけるチャネルサウンディングのための方法であっ
て、該方法は、
　該チャネルサウンディングを開始するために、ヌルデータパケットアナウンスメント（
ＮＤＰＡ）フレームを受信機に送信することと、
　該ＮＤＰＡフレーム送信の後に、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）を該受信機に送信する
ことと、
　メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコールデータユニット（ＭＰＤＵ）において複
数のセグメントを介してフレームを受信することと
　を含み、
　該フレームは、第１の報告フィールドと第２の報告フィールドとを含み、該第１の報告
フィールドは、ビーム形成情報を含み、該第２の報告フィールドは、ＳＮＲ情報を含み、
該第１および第２の報告フィールドは、該複数のセグメントに分けられており、
　該複数のセグメントの各々は、最初のセグメントサブフィールドおよび残りのセグメン
トサブフィールドによって識別され、
　該最初のセグメントサブフィールドは、対応するセグメントが該複数のセグメントの最
初のセグメントであるか否かを指示し、
　該残りのセグメントサブフィールドは、残りのセグメントの個数を指示する、方法。
【請求項８】
　前記セグメントが最後のセグメントである場合に、前記残りのセグメントサブフィール
ドが０に設定され、および／または、
　該セグメントが前記最初のセグメントである場合に、前記最初のセグメントサブフィー
ルドが１に設定され、該セグメントが該最初のセグメントではない場合に、該最初のセグ
メントサブフィールドが０に設定される、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記フレームのサイズが特定値以上である場合に、前記第１および第２の報告フィール
ドは、前記複数のセグメントに分けられ、および／または、
　該複数のセグメントを介して前記フレームを受信するステップは、単一の集合ＭＰＤＵ
（Ａ－ＭＰＤＵ）において該複数のセグメントを受信することを含む、請求項７～８のい
ずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　無線ローカルエリアネットワークにおいてチャネルサウンディングを実行するように構
成された装置であって、該装置は、
　トランシーバと、
　該トランシーバに作用可能に接続されたプロセッサと
　を含み、
　該プロセッサは、
　該チャネルサウンディングを開始するために、ヌルデータパケットアナウンスメント（
ＮＤＰＡ）フレームを受信機に送信するように該トランシーバに命令することと、
　該ＮＤＰＡフレーム送信の後に、ヌルデータパケット（ＮＤＰ）を該受信機に送信する
ことと
　を行うように構成されており、
　該トランシーバは、メディアアクセス制御（ＭＡＣ）プロトコールデータユニット（Ｍ
ＰＤＵ）において複数のセグメントを介してフレームを受信するように構成されており、
　該フレームは、第１の報告フィールドと第２の報告フィールドとを含み、該第１の報告
フィールドは、ビーム形成情報を含み、該第２の報告フィールドは、ＳＮＲ情報を含み、
該第１および第２の報告フィールドは、該複数のセグメントに分けられており、
　該複数のセグメントの各々は、最初のセグメントサブフィールドおよび残りのセグメン
トサブフィールドによって識別され、
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　該最初のセグメントサブフィールドは、対応するセグメントが該複数のセグメントの最
初のセグメントであるか否かを指示し、
　該残りのセグメントサブフィールドは、残りのセグメントの個数を指示する、装置。
【請求項１１】
　前記セグメントが最後のセグメントである場合に、前記残りのセグメントサブフィール
ドが０に設定され、および／または、
　該セグメントが前記最初のセグメントである場合に、前記最初のセグメントサブフィー
ルドが１に設定され、該セグメントが該最初のセグメントではない場合に、該最初のセグ
メントサブフィールドが０に設定される、請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記フレームのサイズが特定値以上である場合に、前記第１および第２の報告フィール
ドは、前記複数のセグメントに分けられ、および／または、
　前記トランシーバは、単一の集合ＭＰＤＵ（Ａ－ＭＰＤＵ）において該複数のセグメン
トを受信するように構成されている、請求項１０～１１のいずれかに記載の装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ＬＡＮシステムに関し、より詳しくは、無線ＬＡＮシステムにおけるス
テーション（Ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）間チャネルサウンディング手順及びこれをサポー
トする装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、情報通信技術の発展とともに多様な無線通信技術が開発されている。このうち無
線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）は、無線周波数技術に基づいて個人携帯用情報端末機（Ｐｅｒｓｏ
ｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ；ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ、
携帯用マルチメディアプレーヤ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅ
ｒ；ＰＭＰ）等のような携帯用端末機を用いて家庭や企業または特定サービス提供地域で
無線でインターネットに接続することができるようにする技術である。
【０００３】
　無線ＬＡＮで脆弱点と指摘されてきた通信速度に対する限界を克服するために、比較的
最近に制定された技術規格としてＩＥＥＥ８０２．１１ｎがある。ＩＥＥＥ８０２．１１
ｎは、ネットワークの速度と信頼性を増加させ、無線ネットワークの運営距離を拡張する
ことを目的にする。より具体的に、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎでは、データ処理速度が最大
５４０Ｍｂｐｓ以上である高処理率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＨＴ）をサポー
トし、送信エラーを最小化してデータ速度を最適化するために、送信部と受信部の両方と
もに多重アンテナを使用するＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔｓ）技術に基づく。
【０００４】
　ＷＬＡＮの普及が活性化され、これを用いたアプリケーションが多様化されることによ
って、最近にはＩＥＥＥ８０２．１１ｎがサポートするデータ処理速度より高い処理率を
サポートするための新たなＷＬＡＮシステムに対する必要性が台頭されている。超高処理
率（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＶＨＴ）をサポートする次世代無線Ｌ
ＡＮシステムは、ＩＥＥＥ８０２．１１ｎ無線ＬＡＮシステムの次のバージョンであり、
ＭＡＣサービス接続ポイント（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＳＡＰ）で
１Ｇｂｐｓ以上のデータ処理速度をサポートするために最近に新たに提案されているＩＥ
ＥＥ８０２．１１無線ＬＡＮシステムのうち一つである。
【０００５】
　次世代無線ＬＡＮシステムは、無線チャネルを効率的に用いるために、複数の非ＡＰ　
ＳＴＡが同時にチャネルに接近するＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉ
ｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式の送信をサポートする。Ｍ
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Ｕ－ＭＩＭＯ送信方式によると、ＡＰがＭＩＭＯペアリングされた一つ以上のＳＴＡに同
時にフレームを送信することができる。
【０００６】
　ＡＰとＭＵ－ＭＩＭＯペアリングされた複数のＳＴＡは、各々異なる能力値（ｃａｐａ
ｂｉｌｉｔｙ）を有するようになることができる。この時、ＳＴＡの種類、使用目的、チ
ャネル環境などによってサポートを受けることができる帯域幅、ＭＣＳ（Ｍｏｄｕｌａｔ
ｉｏｎ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｓｃｈｅｍｅ）、ＦＥＣ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｅｒｒｏｒ　Ｃｏｒ
ｒｅｃｔｉｏｎ）などが異なる。
【０００７】
　無線ＬＡＮシステムにおけるＡＰ及び／またはＳＴＡは、受信対象ＡＰ及び／またはＳ
ＴＡにフレームの送信において使用するチャネルに対する情報を獲得することができる。
これはチャネルサウンディング手順を介して実行されることができる。即ち、送信者は受
信者にフレーム送受信のために使用するチャネル情報を要求し、受信者はチャネルを推定
し、これに対するチャネル情報を送信者にフィードバックする過程がデータフレーム送受
信以前に実行されることができる。一方、次世代無線ＬＡＮシステムは、より広いチャネ
ル帯域幅とＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法が導入されるため、送信対象ＡＰ及び／またはＳＴＡ
から受信を受けるチャネル情報の量がより一層多くなることができる。より多いフィード
バック情報を送信するために、送信対象ＡＰ及び／またはＳＴＡはより長い時間チャネル
に接近しなければならない。この期間中送受信されるフィードバック情報の一部に干渉が
発生する場合、全体フィードバック情報を破棄し、新たなフィードバック情報を必要とす
るようになる。これはリソース使用の効率性側面とチャネルサウンディング手順の信頼性
が低下を引き起こすことができる。従って、次世代無線ＬＡＮシステムで前記のような問
題を解決することができるチャネルサウンディング方法が要求される。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明が解決しようとする技術的課題は、ＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ－Ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）送信技法をサポートす
る次世代無線ＬＡＮシステムでステーション（Ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）によるサウンデ
ィング方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　一態様で、無線ＬＡＮシステムにおけるチャネルサウンディング（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓ
ｏｕｎｄｉｎｇ）方法が提供される。前記方法は、送信機は、チャネルサウンディング手
順を開始するためにＮＤＰＡ（Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｎｎｏｕｎｃｅｍ
ｅｎｔ）フレームを受信機に送信し、前記送信機は、ＮＤＰ（Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐａ
ｃｋｅｔ）を前記受信機に送信し、及び前記送信機は、フィードバックフレームを前記受
信機から受信することを含む。前記フィードバックフレームは、複数のセグメントフレー
ム及びチャネルフィードバック報告を含む。前記チャネルフィードバック報告は、複数の
フィードバックセグメントに分けられる。前記複数のフィードバックセグメントの各々は
、前記複数のセグメントフレームの各々に含まれる。前記複数のセグメントフレームの各
々は、含まれた前記複数のフィードバックセグメントの各々が最初のセグメントか否かを
指示する最初のセグメントサブフィールド（ｆｉｒｓｔ　ｓｅｇｍｅｎｔ　ｓｕｂｆｉｅ
ｌｄ）及び残りのフィードバックセグメントの個数を指示する残りのセグメントサブフィ
ールド（ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｓｕｂｆｉｅｌｄ）をさらに含む。
【００１０】
　前記送信機は、前記最初のセグメントサブフィールド及び前記残りのセグメントサブフ
ィールドに基づいて前記複数のフィードバックセグメントのうち少なくとも一つのフィー
ドバックセグメントが欠落されたか否かを判断するステップ；及び、欠落された（ｍｉｓ
ｓｅｄ）フィードバックセグメントが検出される場合、前記受信機に前記欠落されたフィ
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ードバックセグメントに対する再送信要求情報を送信するステップ；をさらに含む。
【００１１】
　前記複数のフィードバックセグメントは、最後のフィードバックセグメントを除いた残
りが同じ大きさを有する。
【００１２】
　前記フィードバックフレームは、物理階層（ｐｈｙｓｉｃａｌ）で管理されるデータユ
ニットに送信されるＡ－ＭＰＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅ　ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ）であり、前記セグメントフレームは、無線ＬＡＮシステムのＭＡＣエ
ンティティ（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎｔｉｔｙ）が互いに交
換するＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）である。
【００１３】
　前記チャネルフィードバック報告の大きさが特定値以上の場合、前記チャネルフィード
バック報告は、前記複数のフィードバックセグメントに分けられる。
【００１４】
　前記チャネルフィードバック報告は、前記送信機がステアリング行列（ｓｔｅｅｒｉｎ
ｇ　ｍａｔｒｉｘ）を決定するために使用するフィードバック情報を含む。
【００１５】
　前記チャネルフィードバック報告は、各空間ストリームに対するＳＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ
　ｔｏ　ｒａｔｉｏ）に関するフィードバック情報をさらに含む。
【００１６】
　前記再送信要求情報は、前記欠落されたフィードバックセグメントのインデックスに該
当するビット値が１に設定されたビットマップシーケンス（ｂｉｔｍａｐ　ｓｅｑｕｅｎ
ｃｅ）である。
【００１７】
　前記送信機は、前記欠落されたフィードバックセグメントを前記受信機から受信するこ
とをさらに含む。
【００１８】
　他の態様において、無線ＬＡＮシステムにおけるチャネルサウンディング方法が提供さ
れる。前記方法は、受信機は、送信機がチャネルサウンディング手順を開始するために送
信するＮＤＰＡフレームを受信し、前記ＮＤＰＡフレームは、前記受信機の識別子を含み
、前記受信機は、チャネルフィードバック報告を含むフィードバックフレームを生成し、
及び前記フィードバックフレームを前記送信機に送信することを含む。前記フィードバッ
クフレームを生成することは、前記チャネルフィードバック報告を複数のフィードバック
セグメントに分け、及び複数のセグメントフィードバックフレームを含ませて前記フィー
ドバックフレームを生成することを含む。前記複数のセグメントフィードバックフレーム
の各々は、各々の前記複数のフィードバックセグメント、含まれた前記複数のフィードバ
ックセグメントの各々が最初のセグメントか否かを指示する最初のセグメントサブフィー
ルド、及び残りのフィードバックセグメントの個数を指示する残りのセグメントサブフィ
ールドを各々含む。
【００１９】
　他の一態様において、無線装置が提供される。前記装置は、フレームを送信及び受信す
るトランシーバ(ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ)及び前記トランシーバと機能的に結合して動作
するプロセッサ(ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ)を含む。前記プロセッサは、チャネルサウンディン
グ手順を開始するためにＮＤＰＡフレームを受信機に送信し、ＮＤＰを前記受信機に送信
し、及びフィードバックフレームを前記受信機から受信するように設定される。前記フィ
ードバックフレームは、複数のセグメントフレーム及びチャネルフィードバック報告を含
む。前記チャネルフィードバック報告は、複数のフィードバックセグメントに分けられる
。前記複数のフィードバックセグメントの各々は、前記複数のセグメントフレームの各々
に含まれる。前記複数のセグメントフレームの各々は、含まれた前記複数のフィードバッ
クセグメントの各々が最初のセグメントか否かを指示する最初のセグメントサブフィール
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ド(ｆｉｒｓｔｓｅｇｍｅｎｔ ｓｕｂｆｉｅｌｄ)、及び残りのフィードバックセグメン
トの個数を指示する残りのセグメントサブフィールド(ｒｅｍａｉｎｉｎｇ ｓｕｂｆｉｅ
ｌｄ)をさらに含む。
本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線ＬＡＮシステムにおけるチャネルサウンディング（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕｎｄｉ
ｎｇ）方法において、
　送信機は、チャネルサウンディング手順を開始するためにＮＤＰＡ（Ｎｕｌｌ　Ｄａｔ
ａ　Ｐａｃｋｅｔ　Ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）フレームを受信機に送信し；
　前記送信機は、ＮＤＰ（Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐａｃｋｅｔ）を前記受信機に送信し；
及び、
　前記送信機は、フィードバックフレームを前記受信機から受信すること；を含み、
　前記フィードバックフレームは、複数のセグメントフレーム及びチャネルフィードバッ
ク報告を含み、
　前記チャネルフィードバック報告は、複数のフィードバックセグメントに分けられ、
　前記複数のフィードバックセグメントの各々は、前記複数のセグメントフレームの各々
に含まれ、
　前記複数のセグメントフレームの各々は、
　含まれた前記複数のフィードバックセグメントの各々が最初のセグメントか否かを指示
する最初のセグメントサブフィールド（ｆｉｒｓｔ　ｓｅｇｍｅｎｔ　ｓｕｂｆｉｅｌｄ
）；及び、
　残りのフィードバックセグメントの個数を指示する残りのセグメントサブフィールド（
ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｓｕｂｆｉｅｌｄ）；
をさらに含むことを特徴とするチャネルサウンディング方法。
（項目２）
　前記送信機は、前記最初のセグメントサブフィールド及び前記残りのセグメントサブフ
ィールドに基づいて前記複数のフィードバックセグメントのうち少なくとも一つのフィー
ドバックセグメントが欠落されたか否かを判断するステップ；及び、
　欠落された（ｍｉｓｓｅｄ）フィードバックセグメントが検出される場合、前記受信機
に前記欠落されたフィードバックセグメントに対する再送信要求情報を送信するステップ
；
　をさらに含む項目１に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目３）
　前記複数のフィードバックセグメントは、最後のフィードバックセグメントを除いた残
りが同じ大きさを有することを特徴とする項目２に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目４）
　前記フィードバックフレームは、物理階層（ｐｈｙｓｉｃａｌ）で管理されるデータユ
ニットに送信されるＡ－ＭＰＤＵ（ａｇｇｒｅｇａｔｅ　ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄ
ａｔａ　ｕｎｉｔ）であり、前記セグメントフレームは、無線ＬＡＮシステムのＭＡＣエ
ンティティ（ｍｅｄｉｕｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｅｎｔｉｔｙ）が互いに交
換するＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）であることを特徴と
する項目３に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目５）
　前記チャネルフィードバック報告の大きさが特定値以上の場合、前記チャネルフィード
バック報告は、前記複数のフィードバックセグメントに分けられることを特徴とする項目
２に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目６）
　前記チャネルフィードバック報告は、前記送信機がステアリング行列（ｓｔｅｅｒｉｎ
ｇ　ｍａｔｒｉｘ）を決定するために使用するフィードバック情報を含むことを特徴とす
る項目２に記載のチャネルサウンディング方法。
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（項目７）
　前記チャネルフィードバック報告は、各空間ストリームに対するＳＮＲ（Ｓｉｇｎａｌ
　ｔｏ　ｒａｔｉｏ）に関するフィードバック情報をさらに含むことを特徴とする項目６
に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目８）
　前記再送信要求情報は、前記欠落されたフィードバックセグメントのインデックスに該
当するビット値が１に設定されたビットマップシーケンス（ｂｉｔｍａｐ　ｓｅｑｕｅｎ
ｃｅ）であることを特徴とする項目２に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目９）
　前記送信機は、前記欠落されたフィードバックセグメントを前記受信機から受信するこ
とをさらに含む項目８に記載のチャネルサウンディング方法。
（項目１０）
　無線ＬＡＮシステムにおけるチャネルサウンディング（ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕｎｄｉ
ｎｇ）方法において、
　受信機は、送信機がチャネルサウンディング手順を開始するために送信するＮＤＰＡフ
レームを受信し、前記ＮＤＰＡフレームは、前記受信機の識別子を含み、
　前記受信機は、チャネルフィードバック報告を含むフィードバックフレームを生成し、
及び、
　前記フィードバックフレームを前記送信機に送信し、
　前記フィードバックフレームを生成することは、
　前記チャネルフィードバック報告を複数のフィードバックセグメントに分け、及び、
　複数のセグメントフィードバックフレームを含ませて前記フィードバックフレームを生
成することを含み、
　前記複数のセグメントフィードバックフレームの各々は、
　各々の前記複数のフィードバックセグメント；
　含まれた前記複数のフィードバックセグメントの各々が最初のセグメントか否かを指示
する最初のセグメントサブフィールド；及び、
　残りのフィードバックセグメントの個数を指示する残りのセグメントサブフィールド；
　を各々含むチャネルサウンディング方法。
（項目１１）
　フレームを送信及び受信するトランシーバ（ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）；及び、
　前記トランシーバと機能的に結合して動作するプロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）；
　を含み、
　前記プロセッサは、
　チャネルサウンディング手順を開始するためにＮＤＰＡフレームを受信機に送信し、
　ＮＤＰを前記受信機に送信し、及び、
　フィードバックフレームを前記受信機から受信するように設定され、
　前記フィードバックフレームは、複数のセグメントフレーム及びチャネルフィードバッ
ク報告を含み、
　前記チャネルフィードバック報告は、複数のフィードバックセグメントに分けられ、
　前記複数のフィードバックセグメントの各々は、前記複数のセグメントフレームの各々
に含まれ、
　前記複数のセグメントフレームの各々は、
　含まれた前記複数のフィードバックセグメントの各々が最初のセグメントか否かを指示
する最初のセグメントサブフィールド（ｆｉｒｓｔ　ｓｅｇｍｅｎｔ　ｓｕｂｆｉｅｌｄ
）；及び、
　残りのフィードバックセグメントの個数を指示する残りのセグメントサブフィールド（
ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｓｕｂｆｉｅｌｄ）；
　をさらに含むことを特徴とする無線装置。
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【発明の効果】
【００２０】
　本発明によるチャネルサウンディング手順によると、広帯域のチャネル帯域幅、ＭＵ－
ＭＩＭＯ送信技法サポートにより増加されたチャネル情報を分けて送信するようになる。
これはフィードバックされる全体チャネル情報のうち一部が損失されても、残り部分は正
常なチャネル情報として活用されることができるようにしてフレーム送信の信頼度を高め
ることができる。
【００２１】
　また、フィードバックされる全体チャネル情報のうち一部が損失された場合、該当チャ
ネル情報に対して再送信を要求し、これに対応して再送信することができる。これはチャ
ネルサウンディング手順のために、不要にチャネルに接近する時間を減らすようにするこ
とによって、チャネルサウンディング方法の効率性が上昇され、無線ＬＡＮ全体の処理率
も向上されることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施例が適用されることができる無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏ
ｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＷＬＡＮ）システムの構成を示す。
【図２】本発明の実施例によるＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ　ｃ
ｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ
）フォーマットの一例を示すブロック図である。
【図３】次世代無線ＬＡＮシステムでＮＤＰ（ｎｕｌｌ　ｄａｔａ　ｐａｃｋｅｔ）を用
いたチャネルサウンディング方法を示す。
【図４】受信信号の一部に破損（ｃｏｒｒｕｐｔｉｏｎ）が発生する一例を示す。
【図５】本発明の実施例に適用されることができるフィードバックフレームの一例を示す
。
【図６】本発明の実施例によるチャネルサウンディング方法の一例を示す。
【図７】本発明の実施例によるサブフィードバックフレームに含まれることができるフィ
ードバック制御フィールドのフォーマットを示すブロック図である。
【図８】本発明の実施例によるセグメントフィードバックフレームに含まれることができ
るチャネル情報フィールドフォーマットを示すブロック図である。
【図９】本発明の実施例によるフィードバックされるサブキャリアトーン（ｓｕｂｃａｒ
ｒｉｅｒ　ｔｏｎｅ）の概念的位置を示す。
【図１０】本発明の実施例によるＮＤＰＡフレームフォーマットの一例を示す。
【図１１】本発明の実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、本発明の実施例が適用されることができる無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ；ＷＬＡＮ）システムの構成を示す。
【００２４】
　図１を参照すると、ＷＬＡＮシステムは一つまたはその以上の基本サービスセット（Ｂ
ａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ；ＢＳＳ）を含む。ＢＳＳは、成功的に同期化を行っ
て互いに通信することができるステーション（Ｓｔａｔｉｏｎ；ＳＴＡ）の集合であり、
特定領域を意味するものではない。
【００２５】
　インフラストラクチャ（ｉｎｆｒａｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）ＢＳＳは、一つまたはその以
上の非ＡＰステーション（ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ１、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ２、ｎｏｎ－
ＡＰ　ＳＴＡ３、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ４、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡ５）、分散サービス（
Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供するＡＰ（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎ
ｔ）、及び複数のＡＰを連結させる分散システム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ；ＤＳ）を含む。インフラストラクチャＢＳＳではＡＰがＢＳＳの非ＡＰ　ＳＴＡを
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管理する。
【００２６】
　反面、独立ＢＳＳ（Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ；ＩＢＳＳ）は、アドホック（Ａ
ｄ－Ｈｏｃ）モードに動作するＢＳＳである。ＩＢＳＳは、ＡＰを含まないため、中央で
管理機能を遂行するエンティティ（Ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ｅ
ｎｔｉｔｙ）がない。即ち、ＩＢＳＳでは、非ＡＰ　ＳＴＡが分散された方式（ｄｉｓｔ
ｒｉｂｕｔｅｄ　ｍａｎｎｅｒ）に管理される。ＩＢＳＳでは、全てのＳＴＡが移動ＳＴ
Ａからなることができ、ＤＳへの接続が許容されないため自己完備的ネットワーク（ｓｅ
ｌｆ－ｃｏｎｔａｉｎｅｄ　ｎｅｔｗｏｒｋ）を構築する。
【００２７】
　ＳＴＡは、ＩＥＥＥ（Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅ
ｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１１標準の規定に従う媒体接続制
御（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ；ＭＡＣ）と無線媒体に対する物理層
（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ）インターフェースを含む任意の機能媒体であり、広義
ではＡＰと非ＡＰステーション（Ｎｏｎ－ＡＰＳｔａｔｉｏｎ）の両方ともを含む。
【００２８】
　非ＡＰ　ＳＴＡは、ＡＰでないＳＴＡであり、移動端末（ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｒｍｉｎ
ａｌ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｄｅｖｉｃｅ）、無線送受信ユニット（Ｗｉｒｅ
ｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、ユーザ装備（Ｕ
ｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳ）
、移動スクライバユニット（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｕｎｉｔ）または単
純にユーザなど、他の名称と呼ばれることもある。以下、説明の便宜のために、非ＡＰ　
ＳＴＡはＳＴＡを意味する。
【００２９】
　ＡＰは、該当ＡＰに結合された（Ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）ＳＴＡのために、無線媒体を
経由してＤＳに対する接続を提供する機能エンティティである。ＡＰを含むインフラスト
ラクチャＢＳＳでＳＴＡ間の通信はＡＰを経由して行われることが原則であるが、ダイレ
クトリンクが設定された場合にはＳＴＡ間でも直接通信が可能である。ＡＰは、集中制御
器（ｃｅｎｔｒａｌ　ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；Ｂ
Ｓ）、ノードＢ、ＢＴＳ（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ）、または
サイト制御器などと呼ばれることもある。
【００３０】
　図１に示すＢＳＳを含む複数のインフラストラクチャＢＳＳは、分散システム（Ｄｉｓ
ｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＤＳ）を介して相互連結されることができる。ＤＳ
を介して連結された複数のＢＳＳを拡張サービスセット（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ　Ｓｅｔ；ＥＳＳ）という。ＥＳＳに含まれるＡＰ及び／またはＳＴＡは互いに通信
することができ、同じＥＳＳでＳＴＡはシームレス通信しつつ一つのＢＳＳから他のＢＳ
Ｓに移動することができる。
【００３１】
　ＩＥＥＥ８０２．１１による無線ＬＡＮシステムで、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の基本接続メカニズムは、ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓ
ｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉ
ｄａｎｃｅ）メカニズムである。ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＩＥＥＥ８０２．１１Ｍ
ＡＣの分配調整機能（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔ
ｉｏｎ；ＤＣＦ）と呼ばれることもあり、基本的に“ｌｉｓｔｅｎ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔａ
ｌｋ”接続メカニズムを採用している。このような類型の接続メカニズムによると、ＡＰ
及び／またはＳＴＡは送信開始前に無線チャネルまたは媒体（ｍｅｄｉｕｍ）をセンシン
グ（ｓｅｎｓｉｎｇ）する。センシング結果、媒体が休止状態（ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｕｓ
）であると判断されると、該当媒体を介してフレーム送信を開始する。反面、媒体が占有
状態（ｏｃｃｕｐｉｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）であると感知されると、該当ＡＰ及び／または
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ＳＴＡは、自体の送信を開始しないで媒体接近のための遅延期間を設定して待つ。
【００３２】
　ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＡＰ及び／またはＳＴＡが媒体を直接センシングする物
理的キャリアセンシング（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）外に仮
想キャリアセンシング（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉｎｇ）も含む。仮
想キャリアセンシングは、ヒドンノード問題（ｈｉｄｄｅｎ　ｎｏｄｅ　ｐｒｏｂｌｅｍ
）などのように媒体接近上発生することができる問題を補完するためのことである。仮想
キャリアセンシングのために、無線ＬＡＮシステムのＭＡＣは、ネットワーク割当ベクト
ル（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ；ＮＡＶ）を用いる。ＮＡＶ
は、現在媒体を使用していたり、或いは使用する権限のあるＡＰ及び／またはＳＴＡが、
媒体が利用可能な状態になるまで残っている時間を他のＡＰ及び／またはＳＴＡに指示す
る値である。従って、ＮＡＶで設定された値は、該当フレームを送信するＡＰ及び／また
はＳＴＡにより媒体の使用が予定されている期間に該当する。
【００３３】
　ＡＰ及び／またはＳＴＡは、媒体に接近しようとすることを知らせるために、ＲＴＳ（
Ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ）フレーム及びＣＴＳ（Ｃｌｅａｒ　ｔｏ　Ｓｅｎｄ）
フレームを交換する手順を実行することができる。ＲＴＳフレーム及びＣＴＳフレームは
、実質的なデータフレーム送信及び受信確認応答（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）が
サポートされる場合、受信確認フレーム（ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ
；ＡＣＫ　ｆｒａｍｅ）の送受信に必要な無線媒体が接近予約された時間的な区間を指示
する情報を含む。フレームを送信対象ＡＰ及び／またはＳＴＡから送信されたＲＴＳフレ
ームを受信したり、或いはフレーム送信対象ＳＴＡから送信されたＣＴＳフレームを受信
した他のＳＴＡは、ＲＴＳ／ＣＴＳフレームに含まれている情報が指示する時間的な区間
中媒体に接近しないように設定されることができる。これは時間区間中ＮＡＶが設定され
ることによって具現されることができる。
【００３４】
　既存無線ＬＡＮシステムと違って次世代無線ＬＡＮシステムでは、より高い処理率を要
求する。これをＶＨＴ（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）といい、このため
に次世代無線ＬＡＮシステムでは、８０ＭＨｚ、連続的な１６０ＭＨｚ（ｃｏｎｔｉｇｕ
ｏｕｓ　１６０ＭＨｚ）、非連続的な１６０ＭＨｚ（ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　１
６０ＭＨｚ）帯域幅送信及び／またはその以上の帯域幅送信をサポートしようとする。ま
た、より高い処理率のために、ＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ－Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）送信方法を提供する。次世代無線Ｌ
ＡＮシステムにおけるＡＰは、ＭＩＭＯペアリングされた少なくとも一つ以上のＳＴＡに
同時にデータフレームを送信することができる。図１のような無線ＬＡＮシステムで、Ａ
Ｐ１０は、自体と結合（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）されている複数のＳＴＡ２１、２２、
２３、２４、３０のうち少なくとも一つ以上のＳＴＡを含むＳＴＡグループにデータを同
時に送信することができる。この時、各々のＳＴＡに送信されるデータは、互いに異なる
空間ストリーム（ｓｐａｔｉａｌ　ｓｔｒｅａｍ）を介して送信されることができる。Ａ
Ｐ１０が送信するデータフレームは、無線ＬＡＮシステムの物理階層（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｌａｙｅｒ；ＰＨＹ）で生成されて送信されるＰＰＤＵ（ＰＬＣＰ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ
　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄ
ａｔａ　Ｕｎｉｔ）と呼ばれることもある。本発明の例示でＡＰ１０とＭＵ－ＭＩＭＯペ
アリングされた送信対象ＳＴＡグループは、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、及びＳＴＡ
４と仮定する。この時、送信対象ＳＴＡグループの特定ＳＴＡには空間ストリームが割り
当てられなくてデータが送信されない場合もある。一方、ＳＴＡａ３０は、ＡＰと結合さ
れているが、送信対象ＳＴＡグループには含まれないＳＴＡと仮定する。
【００３５】
　図２は、本発明の実施例によるＰＰＤＵフォーマットの一例を示すブロック図である。
【００３６】
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　図２を参照すると、ＰＰＤＵ２００は、Ｌ－ＳＴＦフィールド２１０、Ｌ－ＬＴＦフィ
ールド２２０、Ｌ－ＳＩＧフィールド２３０、ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド２４０、ＶＨ
Ｔ－ＳＴＦフィールド２５０、ＶＨＴ－ＬＴＦフィールド２６０、ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィ
ールド２７０、及びデータフィールド２８０を含むことができる。
【００３７】
　ＰＨＹを構成するＰＬＣＰ副階層（ｓｕｂｌａｙｅｒ）は、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）階層から伝達を受けたＰＳＤＵ（ＰＨＹ　Ｓｅｒｖｉｃｅ
　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）に必要な情報を加えてデータフィールド２８０に変換し、Ｌ－Ｓ
ＴＦフィールド２１０、Ｌ－ＬＴＦフィールド２２０、Ｌ－ＳＩＧフィールド２３０、Ｖ
ＨＴ－ＳＩＧＡフィールド２４０、ＶＨＴ－ＳＴＦフィールド２５０、ＶＨＴ－ＬＴＦフ
ィールド２６０、ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィールド２７０などのフィールドを加えてＰＰＤＵ
２００を生成し、ＰＨＹを構成するＰＭＤ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｍｅｄｉｕｍ　Ｄｅｐｅ
ｎｄｅｎｔ）副階層を介して一つまたはその以上のＳＴＡに送信する。
【００３８】
　Ｌ－ＳＴＦフィールド２１０は、フレームタイミング獲得（ｆｒａｍｅ　ｔｉｍｉｎｇ
　ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ）、ＡＧＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ
）コンバージェンス（ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ）、粗い（ｃｏａｒｓｅ）周波数獲得など
に使われる。
【００３９】
　Ｌ－ＬＴＦフィールド２２０は、Ｌ－ＳＩＧフィールド２３０及びＶＨＴ－ＳＩＧＡフ
ィールド２４０の復調のためのチャネル推定に使用する。
【００４０】
　Ｌ－ＳＩＧフィールド２３０は、Ｌ－ＳＴＡがＰＰＤＵを受信してデータの獲得時に使
われる。
【００４１】
　ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド２４０は、ＡＰとＭＩＭＯペアリングされた（ｐａｉｒｅ
ｄ）ＳＴＡに必要な共用制御情報と関連するフィールドであり、受信されたＰＰＤＵ２０
０を解釈するための制御情報を含んでいる。ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド２４０は、ＭＩ
ＭＯペアリングされた複数のＳＴＡの各々に対する空間ストリームに対する情報、帯域幅
（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）情報、ＳＴＢＣ（Ｓｐａｃｅ　Ｔｉｍｅ　Ｂｌｏｃｋ　Ｃｏｄｉ
ｎｇ）を使用するか否かと関連する識別情報、送信対象ＳＴＡグループに対する識別情報
であるグループ識別子（Ｇｒｏｕｐ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、グループ識別子が指示す
る送信対象グループＳＴＡに含まれたＳＴＡに割り当てられた空間ストリームに対する情
報及び送信対象ＳＴＡの短いＧＩ（Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）関連情報、コーディ
ング情報、ＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）情報
、ビーム形成可否指示情報及びＣＲＣ関連情報を含む。ここで、グループ識別子は、現在
使われたＭＩＭＯ送信方法がＭＵ－ＭＩＭＯか、或いはＳＵ－ＭＩＭＯかを含むことがで
きる。ＶＨＴ－ＳＩＧＡフィールド２４０は、２個のＯＦＤＭシンボルを介して送信され
ることができる。この時、先行シンボルと関連するフィールドはＶＨＴ－ＳＩＧＡ１とい
い、後続するシンボルと関連するフィールドはＶＨＴ－ＳＩＧＡ２フィールドという。
【００４２】
　ＶＨＴ－ＳＴＦフィールド２５０は、ＭＩＭＯ送信においてＡＧＣ推定の性能を改善す
るために使われる。
【００４３】
　ＶＨＴ－ＬＴＦフィールド２６０は、ＳＴＡがＭＩＭＯチャネルの推定時に使われる。
次世代無線ＬＡＮシステムは、ＭＵ－ＭＩＭＯをサポートするため、ＶＨＴ－ＬＴＦフィ
ールド２６０は、ＰＰＤＵ２００が送信される空間ストリームの個数ほど設定されること
ができる。追加的に、フルチャネルサウンディング（ｆｕｌｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｓｏｕ
ｎｄｉｎｇ）がサポートされ、これが実行される場合、ＶＨＴ　ＬＴＦの数はより多くな
ることができる。
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【００４４】
　ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィールド２７０は、ＭＩＭＯペアリングされた複数のＳＴＡがＰＰ
ＤＵ２００を受信し、データの獲得時に必要な専用制御情報を含む。従って、ＶＨＴ－Ｓ
ＩＧＢフィールド２７０に含まれた共用制御情報が、現在受信されたＰＰＤＵ２００はＭ
Ｕ－ＭＩＭＯ送信されたものであることを意味する場合にのみ、ＳＴＡは、ＶＨＴ－ＳＩ
ＧＢフィールド２７０をデコーディング（ｄｅｃｏｄｉｎｇ）するように設計されること
ができる。その反対に、共用制御情報が、現在受信されたＰＰＤＵ２００は単一ＳＴＡの
ためのもの（ＳＵ－ＭＩＭＯを含む）であることを意味する場合、ＳＴＡは、ＶＨＴ－Ｓ
ＩＧＢフィールド２７０をデコーディングしないように設計されることができる。
【００４５】
　ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィールド２７０は、各ＳＴＡに送信されるデータフィールドに含ま
れたＰＳＤＵの長さ情報、ＭＣＳ情報、及びデータフィールドに含まれたテール関連情報
を含む。また、エンコーディング（ｅｎｃｏｄｉｎｇ）及びレートマッチング（ｒａｔｅ
－ｍａｔｃｈｉｎｇ）に対する情報を含む。ＶＨＴ－ＳＩＧＢフィールド２７０の大きさ
は、ＭＩＭＯ送信の類型（ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＳＵ－ＭＩＭＯ）及びＰＰＤＵ送信のた
めに使用するチャネル帯域幅によって異なる。
【００４６】
　データフィールド２８０は、ＳＴＡに送信が意図されるデータを含む。データフィール
ド２８０は、ＭＡＣ階層でのＭＰＤＵ（ＭＡＣ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ
）が伝達されたＰＳＤＵ（ＰＬＣＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）とスクラン
ブラを初期化するためのサービス（ｓｅｒｖｉｃｅ）フィールド、コンボリューション（
ｃｏｎｖｏｌｕｔｉｏｎ）エンコーダをゼロ状態（ｚｅｒｏ　ｓｔａｔｅ）に返す時に必
要なビットシーケンスを含むテール（ｔａｉｌ）フィールド、及びデータフィールドの長
さを規格化するためのパディングビットを含む。
【００４７】
　図１のように示す無線ＬＡＮシステムで、ＡＰ１０がＳＴＡ１、ＳＴＡ２、及びＳＴＡ
３にデータを送信しようとする場合、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３、及びＳＴＡ４を含
むＳＴＡグループにＰＰＤＵを送信することができる。この場合、図２のようにＳＴＡ４
に割り当てられた空間ストリームはないように割り当てることができ、ＳＴＡ１、ＳＴＡ
２、及びＳＴＡ３の各々に特定個数の空間ストリームを割り当て、これによってデータを
送信することができる。図２のような例示において、ＳＴＡ１には１個の空間ストリーム
、ＳＴＡ２には３個の空間ストリーム、ＳＴＡ３には２個の空間ストリームが割り当てら
れていることを知ることができる。
【００４８】
　次世代無線ＬＡＮシステムでの大きい特徴のうち一つは、多重アンテナを用いて複数個
の空間ストリームを複数のＳＴＡに送信するＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法によりシステム全体
の処理率（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）を向上させることができるという点である。複数個の
ＳＴＡが存在する状況でデータ送信をしようとするＡＰは、送信対象ＳＴＡグループにデ
ータを送信するために、ビーム形成手順に応じてＰＰＤＵを送信する。従って、ＰＰＤＵ
を送信しようとするＡＰ及び／またはＳＴＡは、送信対象ＳＴＡの各々に対するチャネル
情報を必要とするため、チャネル情報獲得のために、チャネルサウンディング手順が要求
される。
【００４９】
　チャネルサウンディング手順は、大いに二つの方式がサポートされる。一つはデータフ
ィールドが含まれた一般的なＰＰＤＵを介する方式であり、他の一つはデータフィールド
が含まれないＮＤＰ（Ｎｕｌｌ　Ｄａｔａ　Ｐａｃｋｅｔ）を介する方式である。以下、
ＮＤＰは、サウンディングフレーム（ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ｆｒａｍｅ）と呼ばれることも
ある。
【００５０】
　図３は、次世代無線ＬＡＮシステムでＮＤＰを用いたチャネルサウンディング方法を示
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す。本例示で、ＡＰは、３個の送信対象ＳＴＡにデータを送信するために、３個の送信対
象ＳＴＡに対してチャネルサウンディングを実行する。ただし、ＡＰは、一つのＳＴＡに
対してチャネルサウンディングを実行することもできる。
【００５１】
　図３を参照すると、ＡＰ３１０は、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２、ＳＴＡ３にＮＤＰＡフレーム
を送信する（Ｓ３１０）。ＮＤＰＡ（ＮＤＰ　ａｎｎｏｕｎｃｅｍｅｎｔ）フレームは、
以後に送信されるＮＤＰに対応してフィードバックフレームを送信するＳＴＡを識別する
ための情報を知らせるためである。ＡＰ３１０は、ＮＤＰＡフレームにサウンディング対
象ＳＴＡに対する情報を含むＳＴＡ情報フィールドをＮＤＰＡフレームに含ませて送信す
る。ＳＴＡ情報フィールドは、サウンディング対象ＳＴＡ毎に一つずつ含まれることがで
きる。ＮＤＰＡフレームは、サウンディング通報フレーム（ｓｏｕｎｄｉｎｇ　ａｎｎｏ
ｕｎｃｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ）と呼ばれることもある。
【００５２】
　ＡＰ３１０は、図３に示すように、ＭＵ－ＭＩＭＯチャネルサウンディングのために少
なくとも一つ以上のサウンディング対象ＳＴＡにＮＤＰＡフレームを送信する場合、ＮＤ
ＰＡフレームをブロードキャスティングする。反面、ＳＵ－ＭＩＭＯチャネルサウンディ
ングのために、一つのサウンディング対象ＳＴＡにＮＤＰＡフレームを送信しようとする
と、ＮＤＰＡフレームに含まれた受信者住所情報を該当サウンディング対象ＳＴＡのＭＡ
Ｃ住所に設定し、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）で送信することができる。
【００５３】
　下記表１は、ＮＤＰＡフレームに含まれるＳＴＡ情報フィールドフォーマットの一例を
示す。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　前記表１において、Ｎｃは、ＮＤＰを受信し、これに対する応答としてサウンディング
対象ＳＴＡがＡＰに送信するフィードバック情報のうちビーム形成フィードバック行列（
ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｍａｔｒｉｃｅｓ）の列（ｃｏｌｕｍｎ）
個数を指示する。
【００５６】
　ＮＤＰＡフレームを受信したＳＴＡは、ＳＴＡ情報フィールドに含まれたＡＩＤサブフ
ィールド値を確認し、自体がサウンディング対象ＳＴＡか否かを確認することができる。
図３のような実施例で、ＮＤＰＡフレームには、ＳＴＡ１のＡＩＤを含むＳＴＡ情報フィ
ールド、ＳＴＡ２のＡＩＤを含むＳＴＡ情報フィールド、及びＳＴＡ３のＡＩＤを含むＳ
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【００５７】
　ＡＰ３１０は、ＮＤＰＡフレーム送信の以後にＮＤＰをサウンディング対象ＳＴＡに送
信する（Ｓ３２０）。ＮＤＰは、図２のようなＰＰＤＵフォーマットでデータフィールド
が省略されたフォーマットを有することができる。ＮＤＰフレームは、ＡＰ３１０により
ビーム形成され、少なくとも一つ以上の空間ストリームを介してサウンディング対象ＳＴ
Ａに送信される。従って、サウンディング対象ＳＴＡ３２１、３２２、３２３は、ＮＤＰ
のＶＨＴ－ＬＴＦに基づいてチャネルを推定することができる。
【００５８】
　ＮＤＰ送信時にＮＤＰに含まれた制御情報としてデータフィールドに含まれたＰＳＤＵ
の長さ、または前記ＰＳＤＵに含まれたＡ－ＭＰＤＵ（Ａｇｇｒｅｇａｔｅ－ＭＡＣ　ｐ
ｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）の長さを指示する長さ情報は０に設定され、ＮＤ
Ｐの送信対象ＳＴＡの数を指示する情報は１に設定される。ＮＤＰ送信のために使われた
送信技法がＭＵ－ＭＩＭＯか或いはＳＵ－ＭＩＭＯかを指示し、送信対象ＳＴＡグループ
を指示するグループＩＤはＳＵ－ＭＩＭＯ送信を指示する値に設定される。送信対象ＳＴ
Ａに割り当てられる空間ストリーム個数を指示する情報は、ＭＵ－ＭＩＭＯまたはＳＵ－
ＭＩＭＯを介して送信対象ＳＴＡに送信される空間ストリームの個数を指示するように設
定される。ＮＤＰ送信のために使われるチャネル帯域幅情報は、ＮＤＰＡフレーム送信の
ために使われた帯域幅値に設定されることができる。
【００５９】
　ＳＴＡ１は、フィードバックフレームをＡＰ３１０に送信する（Ｓ３３１）。フィード
バックフレーム送信に使われるチャネル帯域幅情報は、ＮＤＰＡフレーム送信のために使
われたチャネル帯域幅より狭い、或いは同じに設定されることができる。
【００６０】
　ＡＰ３１０は、ＳＴＡ１からフィードバックフレームを受信した後、フィードバックポ
ールフレーム（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｐｏｌｌ　ｆｒａｍｅ）をＳＴＡ２に送信する（Ｓ３
４１）。フィードバックポールフレームは、受信ＳＴＡがフィードバックフレーム送信を
要求するためのフレームである。フィードバックポールフレームは、フィードバックフレ
ーム送信を要求するＳＴＡにユニキャスト方式に送信される。フィードバックポールフレ
ームを受信したＳＴＡ２は、ＡＰ３１０にフィードバックフレームを送信する（Ｓ３３２
）。その後、ＡＰ３１０はＳＴＡ３にフィードバックポールフレームを送信し（Ｓ３４２
）、ＳＴＡ３は、フィードバックポールフレームに対応してフィードバックフレームをＡ
Ｐ３１０に送信する（Ｓ３３３）。
【００６１】
　無線ＬＡＮシステムでデータを送信するチャネル帯域幅は多様である。多様な帯域幅に
対してチャネルを推定するために、多様な帯域幅に対するチャネル情報をフィードバック
することができる。次世代無線ＬＡＮシステムでは、２０ＭＨｚ、４０ＭＨｚ、８０ＭＨ
ｚ、連続的な１６０ＭＨｚ（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　１６０Ｍｈｚ）、及び非連続的な１
６０（８０＋８０）ＭＨｚ（ｎｏｎｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ　１６０Ｍｈｚ）帯域幅をサポ
ートする。従って、各帯域幅に対するチャネル情報をフィードバックするため、チャネル
フィードバック情報が多くなることができる。
【００６２】
　本発明でＳＴＡにより実行されるチャネル推定によるチャネル情報は、ＳＴＡがＡＰに
送信するフィードバックフレームに含まれて送信される。フィードバックフレームは、チ
ャネル情報フィールド及びチャネル情報制御フィールドを含む。下記表２及び表３は、チ
ャネル情報制御フィールド及びチャネル情報フィールドのフォーマットを示す。
【００６３】
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【表２】

【００６４】

【表３】

【００６５】
　表３に記載されたチャネル情報フィールドの情報は、表２に記載されたチャネル制御フ
ィールドに含まれた情報に基づいて解釈されることができる。
【００６６】
　次世代無線ＬＡＮシステムでＭＵ－ＭＩＭＯ送信技法がサポートされるため、ＡＰとＭ
Ｕ－ＭＩＭＯペアリングされた複数のＳＴＡ間のチャネルらが増加され、処理率（ｔｈｒ
ｏｕｇｈｐｕｔ）増加のためにより広帯域のチャネル帯域幅がサポートされるため、ＳＴ
Ａによりフィードバックされるチャネル情報の量が大幅増加されることができる。例えば
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、８個の空間ストリームに対するＳＮＲ情報を送信し、１６０ＭＨｚ帯域幅に対応するフ
ィードバック情報を送信する過程で一部送信時間中に干渉信号（ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌ）が受信されることができ、該当時間に正常に受信されることが意図さ
れる部分に破損（ｃｏｒｒｕｐｔｉｏｎ）が発生することができる。これに対する例示は
図４を参照することができる。
【００６７】
　フィードバックフレームの全てを同じチェックサム（ｃｈｅｃｋｓｕｍ）によりエラー
検出（ｅｒｒｏｒ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）をした場合、フィードバックフレームの受信者
は、いずれの部分にエラーが発生したかを確認する方法がなく、全体フィードバックフレ
ームを破棄しなければならない状態となる。また、フィードバックフレームの送信者は、
再び大きいサイズのチャネル情報をフィードバックフレームに含ませて送信し、このため
にチャネルを占有するため、無線ＬＡＮシステムの全般的な処理率が低下されることがで
きる。
【００６８】
　前記のようにフィードバックするチャネル情報が多い場合、チャネル情報を帯域幅また
は空間ストリームを基準に分け、これを各々のフィードバックユニットに送信することを
提案する。以下、帯域幅を基準に分ける方法に対して詳細に説明するが、これは空間スト
リームを基準に分ける方法に拡張されて適用されることができる。
【００６９】
　送信するデータシーケンスの長さがあまりに長くなった場合、これを分けてデータユニ
ットに送信することができる。ただし、フィードバックするチャネル情報を任意のビット
単位に分けると、特定フィードバックユニットはその自体のみでは復調が可能（ｓｅｌｆ
－ｄｅｃｏｄａｂｌｅ）でなく、その以前のビット情報を知っている場合にのみ復調して
理解可能な情報として活用されることができる。このような問題点を防止するために、特
定帯域幅または空間ストリーム単位にセグメント化し、各セグメントがその自体で復調が
可能にする必要がある。例えば、帯域幅別チャネル情報をフィードバックする時、チャネ
ル情報を分けて複数個のデータユニットに含ませ、複数個のデータユニットをＡ－ＭＰＤ
Ｕ（Ａｇｇｒｅｇａｔｅｄ　ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）に生成し
、これを送信することができる。この時、各チャネル情報は、ＭＡＣエンティティにより
交換されるデータユニットであるＭＰＤＵ（ＭＡＣ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｄａｔａ　ｕｎ
ｉｔ）の各々に含まれ、Ａ－ＭＰＤＵは、複数個のＭＰＤＵを含む構造であり、物理階層
で管理されるサービスデータユニットである一つのＰＳＤＵ（ＰＬＣＰ（ｐｈｙｓｉｃａ
ｌ　ｌａｙｅｒ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄ
ａｔａ　Ｕｎｉｔ）として送信または運搬（ｔｒａｎｓｐｏｒｔ）されることができる。
【００７０】
　図５は、本発明の実施例に適用されることができるフィードバックフレームの一例を示
す。
【００７１】
　図５を参照すると、本発明の実施例によるフィードバックフレーム５００は、Ａ－ＭＰ
ＤＵフォーマットを有し、ここにプリアンブル及びＰＬＣＰヘッダが付加されてＰＰＤＵ
形態に送信されることができる。フィードバックフレーム５００は、４個のサブフィード
バックフレーム５１０、５２０、５３０、５４０を含む。ただし、図５に示すサブフィー
ドバックフレームの特定個数は、一例に過ぎず、チャネル情報の大きさに応じて多くなる
か、或いは少なくなることができる。各々のサブフィードバックフレームは、ＭＰＤＵの
フォーマットを有することができる。各々のサブフィードバックフレームは、セグメント
化されたセグメントフィードバックチャネル情報（ｓｅｇｍｅｎｔ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　
ｃｈａｎｎｅｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含む。セグメントフィードバックチャネル
情報は、特定空間ストリームに対するチャネル情報または特定帯域幅に対するチャネル情
報であり、本例示においては特定チャネル帯域幅に対するチャネル情報を意味する。複数
個のセグメントフィードバックチャネル情報は、最後のセグメントを除いてはその量が同
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じに設定されることができる。
【００７２】
　図５を参照すると、サブフィードバックフレーム４を受信する時点に干渉信号が共に検
出されるため、ＡＰは、第４のセグメントフィードバックチャネル情報は正常に獲得する
ことができない。既存チャネルサウンディング方法によると、受信信号干渉によりフィー
ドバックチャネル情報のうち一部が正常に受信されない場合、フィードバックチャネル情
報全体に対して再送信を要求した。反面、本発明の実施例のように、サウンディング対象
ＳＴＡがフィードバックチャネル情報をセグメント化してＡ－ＭＰＤＵ形態に送信する場
合、フィードバックチャネル情報のうち一部に信号干渉が作用しても該当する部分を含む
セグメントフィードバックチャネル情報に対して再送信を要求することができる。これは
、特定セグメントフィードバックチャネル情報の再送信のために、ＳＴＡにリポートポー
ルフレーム（ｒｅｐｏｒｔ　ｐｏｌｌ　ｆｒａｍｅ）を送信する方法により実行されるこ
とができる。
【００７３】
　図６は、本発明の実施例によるチャネルサウンディング方法の一例を示す。
【００７４】
　図６を参照すると、ＡＰ６１０は、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２にＮＤＰＡフレームを送信する
（Ｓ６１０）。ＮＤＰＡフレームは、ＮＤＰ送信以前にフィードバックフレームを送信す
るＳＴＡを識別するための情報を知らせるためのものである。ＡＰ６１０は、ＮＤＰＡフ
レームにサウンディング対象ＳＴＡであるＳＴＡ１、ＳＴＡ２に対する情報を含むＳＴＡ
情報フィールドをＮＤＰＡフレームに含ませて送信する。ＮＤＰＡフレームに含まれるＳ
ＴＡ情報フィールドのフォーマット及び含まれた情報は、図３を参照して説明したＳＴＡ
情報フィールドと同様である。
【００７５】
　ＡＰ６１０は、ＮＤＰＡフレーム送信の以後にＮＤＰフレームをＳＴＡ１及びＳＴＡ２
に送信する（Ｓ６２０）。ＮＤＰは、ＡＰ６１０によりビーム形成され、少なくとも一つ
以上の空間ストリームを介してＳＴＡ１及びＳＴＡ２に送信される。従って、ＳＴＡ１及
びＳＴＡ２は、ＮＤＰのＶＨＴ－ＬＴＦを介してチャネルを推定することができる。ＮＤ
Ｐに含まれた制御情報は、図３を参照して説明した実施例のＮＤＰと同様である。
【００７６】
　ＳＴＡ１はフィードバックフレームをＡＰ６１０に送信する（Ｓ６３１）。フィードバ
ックフレーム送信に使われるチャネル帯域幅情報は、ＮＤＰＡフレーム送信のために使わ
れたチャネル帯域幅より狭い、或いは同じに設定されることができる。フィードバックフ
レームのフォーマットは、図５に示すフィードバックフレームフォーマットのようにセグ
メントフィードバック情報を含むサブフィードバックフレーム４個を含む。
【００７７】
　フィードバックフレームに含まれて送信されるサブフィードバックフレームには一個の
セグメントフィードバックチャネル情報が含まれて送信され、大きい帯域幅に対するフィ
ードバックチャネル情報を送信する時には複数個のセグメントフィードバックチャネル情
報を介して送信することができる。この時、セグメントフィードバック情報を自己理解可
能及び自己デコーディング可能（ｓｅｌｆ　ｕｎｄｅｒｓｔａｎｄａｂｌｅ／ｄｅｃｏｄ
ａｂｌｅ）に作るために、セグメントフィードバックチャネル情報別にセグメントフィー
ドバックチャネル情報の解釈に必要な制御情報をさらに含ませて送信する。図７及び図８
を参照してより詳細に説明する。
【００７８】
　図７は、本発明の実施例によるセグメントフィードバックフレームに含まれることがで
きるフィードバック制御フィールドのフォーマットを示すブロック図である。セグメント
フィードバック制御フィールドは、セグメントフィードバックフレームに含まれたセグメ
ントフィードバック情報を解釈するために必要な制御情報を含む。
【００７９】
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　図７を参照すると、フィードバック制御フィールド７００は、Ｎｃインデックスサブフ
ィールド７１０、Ｎｒインデックスサブフィールド７２０、チャネル帯域幅サブフィール
ド７３０、グルーピングサブフィールド７４０、コードブック情報サブフィールド７５０
、ＭＵ（ｍｕｌｔｉ　ｕｓｅｒ）－方式サブフィールド７６０、セグメント情報サブフィ
ールド７７０、及びサウンディングシーケンスサブフィールド７８０を含む。セグメント
情報サブフィールド７７０を除いた残りのサブフィールドは、表２のような情報を含み、
それによって設定されることができる。
【００８０】
　セグメント情報サブフィールド７７０は、セグメントフィードバック情報がいずれのセ
グメントに該当する情報かを指示する情報を含む。セグメント情報サブフィールドは、残
りのセグメント（ｒｅｍａｉｎｉｎｇ　ｓｅｇｍｅｎｔ）サブフィールド７７１及び最初
のセグメント（ｆｉｒｓｔ　ｓｅｇｍｅｎｔ）サブフィールド７７２を含む。
【００８１】
　残りのセグメントサブフィールド７７１は、関連されているフィードバックフレームに
残りのセグメントフィードバックチャネル情報の個数を指示する情報を含む。例えば、現
在確認された残りのセグメントサブフィールド値が５の場合、５個のセグメントフィード
バックチャネル情報がさらに存在することを知ることができる。セグメント化されたフィ
ードバックフレームが送信される場合やセグメント化されないフィードバックフレームが
送信される場合、残りのセグメントサブフィールド７７１は、‘０’に設定されて送信さ
れる。セグメントフィードバックチャネル情報が再送信される場合、残りのセグメントサ
ブフィールド７７１は、本来送信時にセグメントフィードバックチャネル情報に対して設
定された値と同じに設定されることができる。
【００８２】
　最初のセグメントサブフィールド７７２は、セグメント化されたフィードバックフレー
ムの特定セグメントフィードバックチャネル情報が最初のセグメントに該当したり、或い
はセグメント化されないフィードバックフレームが送信される場合には‘１’に設定され
ることができ、その他の場合には‘０’に設定されることができる。セグメントフィード
バックチャネル情報が再送信される場合、最初のセグメントサブフィールド７７２は、本
来送信時にセグメントフィードバックチャネル情報に対して設定された値と同じに設定さ
れることができる。
【００８３】
　ＡＰは、サブフィードバックフレームを受信すると、残りのセグメントサブフィールド
７７１及び最初のセグメントサブフィールド７７２に設定された値により該当フレームが
何番目のセグメントフィードバックチャネル情報を含んでいるかを知ることができ、特定
セグメントフィードバックチャネルが正常に受信されたか否かを判断することができる。
例えば、最初のセグメントサブフィールド７７２が‘１’に設定されたサブフィードバッ
クフレームを受信することができない場合、最初のセグメントフィードバックチャネル情
報を正常に受信することができないことを判断することができる。また、残りのセグメン
トサブフィールド７７１値を確認し、特定個数から０個まで順次減少したか否かにより、
欠落されたセグメントフィードバックチャネル情報の有無を判断することができる。
【００８４】
　図８は、本発明の実施例によるセグメントフィードバックフレームに含まれることがで
きるチャネル情報フィールドフォーマットを示すブロック図である。ＳＴＡが送信するセ
グメントフィードバックチャネル情報は、チャネル情報フィールドに含まれて送信される
。
【００８５】
　図８を参照すると、チャネル情報フィールド８００は、空間ストリームに対する平均Ｓ
ＮＲ値を指示する複数のＳＮＲサブフィールド８１０及びフィードバック行列（ｆｅｅｄ
ｂａｃｋ　ｍａｔｒｉｘ）サブフィールド８２０を含む。ＳＮＲサブフィールドの各々は
、特定空間ストリームまたは空間ストリームセットに対して受信者側ＳＮＲ値を指示する
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。フィードバック行列サブフィールド８２０は、セグメントフィードバック情報であり、
フィードバック行列と関連する値を含む。
【００８６】
　一方、空間ストリームに対するＳＮＲ値を指示する情報は、１回にかけて送信されれば
十分であるため、複数個のセグメントフィードバックフレームに各々含まれて送信される
必要がない。従って、フィードバックフレームにおける特定セグメントフィードバックフ
レームはＳＮＲサブフィールドを含むが、その他のセグメントフィードバックフレームは
ＳＮＲサブフィールドを含まないように設定されることができる。または、具現によって
全てのセグメントフィードバックフレームにＳＮＲサブフィールドを含ませて送信するこ
とができる。これはＳＮＲサブフィールドが一つのセグメントフィードバックフレームに
含まれて送信されたが、ＡＰ及び／または受信ＳＴＡが該当セグメントフィードバックフ
レームを正常に受信することができない場合、空間ストリーム別ＳＮＲ情報を再び受ける
まで遅延（ｄｅｌａｙ）問題が発生することができるためである。
【００８７】
　また、図６を参照すると、ＳＴＡ１がサブフィードバックフレーム１、２、及び４を受
信する時には信号干渉が発生しないため、正常にデコーディングして第１、第２、第４の
セグメントフィードバックチャネル情報を正常に獲得した。反面、サブフィードバックフ
レーム３を受信する時には、信号干渉６０が発生して第３のサブフィードバックフレーム
に対しては正常にデコーディングを実行することができず、結局、第３のセグメントフィ
ードバックチャネル情報を獲得することができない。従って、ＡＰ６１０は、ＳＴＡ１に
正常に受信することができないためデコーディングをすることができない第３のセグメン
トフィードバックチャネル情報に対して再送信を要求しなければならない。
【００８８】
　ＡＰ６１０は、ＳＴＡ１に第３のセグメントチャネルフィードバック情報再送信を要求
するために、フィードバックリポートポール（ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｒｅｐｏｒｔ　ｐｏｌ
ｌ）フレームを送信する（Ｓ６４１）。ＡＰ６１０が送信するフィードバックリポートポ
ールフレームは、再送信を希望するセグメントフィードバックチャネル情報を指示する情
報を含む。特に、複数個のセグメントフィードバックチャネル情報のうち任意のセグメン
トフィードバックチャネル情報を要求する指示情報が含まれる場合、指示情報は、ビット
マップ（ｂｉｔｍａｐ）形態に具現されることができる。このために、フィードバックリ
ポートポールフレームは、セグメント再送信指示フィールド（ｓｅｇｍｅｎｔ　ｒｅｔｒ
ａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　ｆｉｅｌｄ）を含むことができる。セグ
メント再送信指示フィールドを構成するビット列のうち特定ビットが‘１’に設定されて
いる場合、該当ビットと関連するセグメントフィードバックチャネル情報の再送信を要求
すると解釈することができる。ただし、‘０’値が再送信要求を意味すると設定されるこ
ともできる。図６のような例示において、Ｓ６４１ステップでＡＰ６１０により送信され
るフィードバックリポートポールフレームに含まれたセグメント再送信指示フィールドを
構成するビット列は‘００１０’に設定されることができる。
【００８９】
　ＳＴＡ１は、フィードバックリポートポールフレームを受信し、セグメント再送信指示
フィールドの値を確認して第３セグメントフィードバックチャネル情報の再送信が必要で
あることを知ることができる。ＳＴＡ１は、フィードバックリポートポールフレームに対
応してフィードバックフレームをＡＰ６１０に送信する（Ｓ６３２）。フィードバックフ
レームは、セグメント再送信指示フィールドが指示する再送信対象セグメントフィードバ
ックチャネル情報である第３のセグメントフィードバックチャネル情報のみを含んだり、
或いは全体セグメントフィードバックチャネル情報を全部含むことができる。再送信する
フィードバックフレームは、図７及び図８に示すフォーマットのようなフィードバック制
御フィールドとチャネル情報フィールドを含むことができる。
【００９０】
　ＡＰ６１０は、ＳＴＡ１から再送信要求したセグメントフィードバックチャネル情報を
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受信した後、フィードバックリポートポールフレームをＳＴＡ２に送信する（Ｓ６４２）
。ＡＰ６１０は、ＳＴＡ２にフィードバックチャネル情報全体を要求しなければならない
ため、リポートポールフレームは、セグメントフィードバックチャネル情報全体を指示す
るように設定されたセグメント再送信指示フィールドを含むことができる。このように、
ＡＰ６１０は、チャネルサウンディング方法を進行することにおいて、最初にフィードバ
ックフレームを送信する対象ＳＴＡでないＳＴＡにチャネルフィードバック情報を獲得し
ようとする場合、全体セグメントフィードバックチャネル情報を指示するように設定され
たセグメント再送信指示フィールドを含むフィードバックリポートポールフレームをＳＴ
Ａに送信するようにすることができる。
【００９１】
　ＳＴＡ２は、ＡＰ６１０から受信したリポートポールフレームに対応してチャネル推定
情報を含むフィードバックフレームをＡＰ６１０に送信する（Ｓ６３３）。ＳＴＡ２が送
信するフィードバックフレームは、図７及び図８に示すフォーマットのようなフィードバ
ック制御フィールドとチャネル情報フィールドを含むことができる。
【００９２】
　セグメントフィードバック情報の定義時に、本発明の実施例では追加的に帯域幅を２０
ＭＨｚ、４０ＭＨｚまたは８０ＭＨｚに区分することを提案する。
【００９３】
　図９は、本発明の実施例によるフィードバックされるサブキャリアトーン（ｓｕｂｃａ
ｒｒｉｅｒ　ｔｏｎｅ）の概念的位置を示す。
【００９４】
　図９を参照すると、８０ＭＨｚのフィードバック情報を２０Ｍｈｚ単位に分け、複数個
のセグメントフィードバックチャネル情報を生成し、各セグメントフィードバックチャネ
ル情報毎にＭＰＤＵフォーマットによるサブフィードバックフレームを構成し、これをＡ
－ＭＰＤＵ形態にフィードバックすることができる。セグメント化する帯域幅基準は、２
０ＭＨｚだけでなく、４０ＭＨｚまたはその以上の特定帯域幅値になることができる。こ
のようにフィードバックチャネル情報を分けて送信する場合、セグメントフィードバック
チャネル情報をインデックス化し、これに対する指示情報を提供することが必要である。
【００９５】
　追加的に、ＡＰが一つのＳＴＡにチャネルサウンディングを実行する時には必ずリポー
トポールフレームを使用してサウンディングを実行せず、ＮＤＰＡフレームとＮＤＰフレ
ームを送信して個別的にＳＴＡにフィードバック行列やチャネル係数（ｃｈａｎｎｅｌ　
ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔ）のようなフィードバック情報を得ることができる。
【００９６】
　１回にかけてサウンディングをしてフィードバックを受ける時、特定セグメントフィー
ドバックチャネル情報を正常に受信することができない場合、再びＮＤＰＡフレームとＮ
ＤＰフレームの送信を介して特定セグメントフィードバックチャネル情報を選択的に受信
することができるようにする方法を提案する。
【００９７】
　このためには、特定セグメントフィードバックチャネル情報を選択的に送信することを
要求する指示情報をＮＤＰＡフレームに含ませて送信することができる。このように、Ｎ
ＤＰＡフレームとＮＤＰフレームを再活用してセグメントフィードバックチャネル情報の
再送信を要求するのは、特定一つのＳＴＡに対して再送信を要求する場合であるため、Ｎ
ＤＰＡフレームのＳＴＡ情報フィールドは一つのＳＴＡに対するフィールドのみ含まれて
いる。
【００９８】
　また、ＡＰが複数個のＳＴＡにチャネルサウンディングを実行する時、特定ＳＴＡに対
して選択的に特定セグメントフィードバックチャネル情報のみをフィードバックすること
を要求することができる。
【００９９】
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　図１０は、本発明の実施例によるＮＤＰＡフレームフォーマットの一例を示す。
【０１００】
　図１０を参照すると、ＮＤＰＡフレーム１０００は、フレーム制御フィールド１０１０
、持続時間フィールド１０２０、受信者住所フィールド（ｒｅｃｅｉｖｅｒ　ａｄｄｒｅ
ｓｓ；ＲＡ）１０３０、送信者住所フィールド（ｔｒａｎｓｍｉｔｔｅｒ　ａｄｄｒｅｓ
ｓ；ＴＡ）１０４０、サウンディングシーケンスフィールド１０５０、少なくとも一つ以
上のＳＴＡ情報フィールド１０６０、及びＦＣＳフィールド１０７０を含む。
【０１０１】
　フレーム制御フィールド１０１０は、ＮＤＰＡフレーム１０００に対する制御情報を含
む。持続時間フィールド１０２０は、ＮＤＰＡフレーム１０００の長さ情報を含む。受信
者住所フィールド１０３０は、ブロードキャスト住所に設定されることができるが、一つ
の特定ＳＴＡにサウンディングを要求する場合には該当ＳＴＡのＭＡＣ住所に設定される
ことができる。送信者住所フィールド１０４０は、ＮＤＰＡフレーム１０００を送信する
ＡＰのＭＡＣ住所に設定されることができる。サウンディングシーケンスフィールド１０
５０は、現在サウンディングシーケンスに対するシーケンス番号に設定される。ＦＣＳフ
ィールド１０７０は、フレーム送受信のためのＣＲＣ関連情報を含んでいる。
【０１０２】
　ＳＴＡ情報フィールド１及びＳＴＡ情報フィールド２は、サウンディング対象ＳＴＡ１
及びＳＴＡ２のＡＩＤを指示するＡＩＤサブフィールド１０６１ａ、１０６２ａ、サウン
ディング対象ＳＴＡに対するフィードバック要求タイプを指示するフィードバックタイプ
サブフィールド１０６１ｂ、１０６２ｂ、及びフィードバック次元を指示するＮｃインデ
ックスサブフィールド１０６１ｃ、１０６２ｃを含む。ＳＴＡ情報フィールド１０６０の
個数は、サウンディング対象ＳＴＡの個数によって変更可能であり、本実施例は２個のＳ
ＴＡにサウンディングを要求する例示に過ぎない。
【０１０３】
　ただし、ＡＰがＳＴＡ１に選択的にセグメントフィードバックチャネル情報に対する再
送信を要求する場合、ＳＴＡ１に対するＳＴＡ情報フィールド１０６１は、追加的にセグ
メント再送信指示サブフィールド１０６１ｄをさらに含むことができる。セグメント再送
信指示サブフィールド１０６１ｄは、前述したリポートポールフレームに含まれたセグメ
ント再送信指示サブフィールドのように設定されることができる。
【０１０４】
　前記のようなフレームフォーマットを有するＮＤＰＡフレームをＡＰがブロードキャス
トする場合、ＳＴＡ１、ＳＴＡ２は、ＮＤＰＡフレーム１０００を受信し、ＳＴＡ情報フ
ィールド１０６１、１０６２のＡＩＤサブフィールド１０６１ａ、１０６２ａを介して自
体のためのＮＤＰＡフレームであることを知ることができる。その後、ＡＰがＮＤＰフレ
ームを送ると、各々、フィードバックフレームをＡＰに送信し、ＳＴＡ１は、ＮＤＰＡフ
レーム１０００に含まれたセグメント再送信指示サブフィールド１０６１ｄが指示するセ
グメントフィードバックチャネル情報のみをフィードバックすることができる。
【０１０５】
　図１１は、本発明の実施例が適用されることができる無線装置を示すブロック図である
。無線装置は、ＡＰまたはＳＴＡである。
【０１０６】
　無線装置１１００は、プロセッサ１１１０、メモリ１１２０、及びトランシーバ（ｔｒ
ａｎｓｃｅｉｖｅｒ）１１３０を含む。トランシーバ１１３０は、無線信号を送信／受信
し、ＩＥＥＥ８０２．１１の物理階層が具現される。プロセッサ１１１０は、トランシー
バ１１３０と機能的に連結され、ＩＥＥＥ８０２．１１のＭＡＣ階層及び物理階層を具現
する。プロセッサ１１１０は、本発明が提案するＮＤＰＡフレーム、ＮＤＰ、フィードバ
ックリポートポールフレームを生成して送信するように設定されることができ、また、送
信されたフレームを受信し、含まれたフィールド値を解釈して制御情報を獲得するように
設定されることができる。また、フレームに含まれた要求情報に対応してフィードバック
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信するように設定されることができる。プロセッサは、図２及び図１０を参照して前述し
た本発明の実施例を具現するように設定されることができる。
【０１０７】
　プロセッサ１１１０及び／またはトランシーバ１１３０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａ
ｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセ
ット、論理回路及び／またはデータ処理装置を含むことができる。メモリ１１２０は、Ｒ
ＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍ
ｅｍｏｒｙ）、フラッシュメモリ、メモリカード、格納媒体及び／または他の格納装置を
含むことができる。実施例がソフトウェアで具現される時、前述した技法は前述した機能
を遂行するモジュール（過程、機能など）で具現されることができる。モジュールは、メ
モリ１１２０に格納され、プロセッサ１１１０により実行されることができる。メモリ１
１２０は、プロセッサ１１１０の内部または外部にあり、よく知られた多様な手段でプロ
セッサ１１１０と連結されることができる。
【０１０８】
　以上で詳細に説明した本発明の実施例は、単に本発明の技術思想を示すための例示に過
ぎず、前記実施例により本発明の技術思想が限定されると解釈されてはならない。本発明
の保護範囲は、本発明の特許請求の範囲により特定される。

【図１】
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